
提

出

者

平

岡

秀

夫

平
成
十
六
年
一
月
二
十
八
日
提
出

質

問

第

九

号

交
戦
権
と
Ｃ
Ｐ
Ａ
（
イ
ラ
ク
暫
定
統
治
機
構
）
へ
の
資
金
供
与
と
の
関
係
等
に
関
す
る
質
問
主
意
書

9



交
戦
権
と
Ｃ
Ｐ
Ａ
（
イ
ラ
ク
暫
定
統
治
機
構
）
へ
の
資
金
供
与
と
の
関
係
等
に
関
す
る
質
問
主
意
書

交
戦
権
と
Ｃ
Ｐ
Ａ
（
イ
ラ
ク
暫
定
統
治
機
構
）
へ
の
資
金
供
与
と
の
関
係
等
に
つ
い
て
、
政
府
に
以
下
を
質
問
す
る
。

一

政
府
は
、
昭
和
五
十
六
年
五
月
十
五
日
提
出
の
「
稲
葉
誠
一
衆
議
院
議
員
の
質
問
主
意
書
に
対
す
る
答
弁
書
」
に
お
い

て
、
憲
法
第
九
条
第
二
項
に
あ
る
「
交
戦
権
」
に
関
し
、
「
相
手
国
の
領
土
の
占
領
、
そ
こ
に
お
け
る
占
領
行
政
な
ど
は
、

自
衛
の
た
め
の
必
要
最
低
限
度
を
超
え
る
も
の
と
考
え
て
い
る
」
と
の
見
解
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
見
解
に
基
づ
け
ば
、
我

が
国
が
他
国
の
占
領
行
政
に
「
参
加
」
を
す
る
こ
と
は
、
交
戦
権
の
行
使
に
当
た
る
と
解
す
べ
き
と
こ
ろ
、
平
成
十
六
年
一

月
末
現
在
に
お
い
て
行
わ
れ
て
い
る
米
国
主
導
に
よ
る
イ
ラ
ク
占
領
統
治
に
、
我
が
国
が
資
金
供
与
と
い
う
形
で
関
与
す
る

こ
と
は
、
交
戦
権
の
行
使
に
あ
た
る
も
の
で
あ
り
、
か
つ
自
衛
の
た
め
の
必
要
最
低
限
度
を
超
え
る
も
の
で
あ
り
、
憲
法
第

九
条
に
違
反
す
る
も
の
で
は
な
い
か
。
政
府
の
見
解
い
か
ん
。

二

質
問
一
に
つ
い
て
の
政
府
の
見
解
を
踏
ま
え
て
、
ど
の
よ
う
な
種
類
の
、
ど
の
程
度
の
占
領
行
政
へ
の
関
与
が
、
憲
法
が

認
め
な
い
と
す
る
「
交
戦
権
」
の
行
使
に
あ
た
る
と
考
え
ら
れ
る
の
か
。
さ
ら
に
、
ど
の
よ
う
な
種
類
の
、
ど
の
程
度
の
関

与
が
、
「
交
戦
権
」
の
行
使
に
あ
た
ら
な
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
か
。
政
府
の
見
解
い
か
ん
。
尚
、
概
念
的
な
説
明
と
同

時
に
、
で
き
る
限
り
具
体
的
な
例
に
つ
い
て
も
示
さ
れ
た
い
。

一



右
質
問
す
る
。

二


